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【
翻
刻
】 

蠶
山 
在
縣
南
四
十
一
里 

白
巖
山 

在
縣
西
四
十
六
里 

宿
乙
庇
山 

在
縣
北
四
十
里 

全
反
仁
山 

在
縣
南
二
十
二
里 

竹
津
山 

在
縣
東
八
里 

恒
出
道
山 

在
縣
北
三
十
九
里 

加
乙
峴 

在
縣
北
四
十

四
里 

海 

在
縣
東
八
里 

竹
邊
串 

在
縣
北
二
十
里 

薬
師
津
在
縣
東
八
里 

前
川 

在
縣
南
一
里
源

出
安
逸
王
山
合
于
守
山
川 

守
山
川
在
縣
南
十
一
里 

一
名 

蔚
珍
浦 

骨
長
津 

在
縣 

北
十
一
里 

于
山
島 

欝
陵
島 

一
云
武
陵 

一
云
羽
陵 

二
島
在
県
正
東
海
中 

三
峯
及
業
掌
空 

南
峯
梢
卑 

風
日
清
明

則
峯
頭
樹
木 

及
山
根
沙
渚 
歴
々
可
見 

風
便
則
二
日
可
到 

一
説
干
山 

欝
陵 

本
一
島 

地
方
百
里 

新
羅
時
恃
險
不
服 

智
證
王
十
二
年 

異
斯
夫
爲
何
琵
羅
州
軍
主 

謂 

于
山
國
人
愚
悍 

難
以
（
以
下
は

Ｐ
Ｄ
Ｆ
の
次
の
ペ
ー
ジ
）
威
服 

可
以
計
服 

乃
多
以
木
造
獅
子 

分
載
戰
船 

抵
其
國
誑
之
曰 

汝
若

不
服 

則
即
放
此
獣
踏
殺
之 

國
人
恐
懼
來  

 

 

【
訳
】 

蠶
山
は
県
の
（
訳
注
：
県
庁
所
在
地
、
蔚
珍
か
ら
）
南
四
十
一
里
に
あ
る
。
白
巖
山
は
縣
の
西
四
十
六
里

に
あ
り
、
宿
乙
庇
山
は
県
の
北
四
十
里
に
あ
る
。
全
反
仁
山
は
県
の
南
二
十
二
里
に
あ
る
。
竹
津
山
は
県

の
東
八
里
に
あ
る
。
恒
出
道
山
は
県
の
北
三
十
九
里
に
あ
る
。
加
乙
峴
は
県
の
北
四
十
四
里
に
あ
る
。
海

は
県
の
東
八
里
に
あ
る
。
竹
邊
串
は
県
の
北
二
十
里
に
あ
る
。
薬
師
津
は
県
の
東
八
里
に
あ
る
。
前
川
は

県
の
南
一
里
に
あ
り
安
逸
王
山
を
水
源
に
し
て
出
て
、
守
山
川
で
合
流
し
て
い
る
。
守
山
川
は
県
の
南
十

一
里
に
あ
り
、
一
名
を
蔚
珍
浦
と
も
い
う
。
骨
長
津
は
県
の
北
十
一
里
に
あ
る
。 

 

于
山
島
と
欝
陵
島
は
時
に
武
陵
、
或
い
は
羽
陵
と
も
呼
ば
れ
、
二
島
は
県
の
真
東
の
海
中
に
在
る
。
三
つ

の
峰
が
到
達
し
そ
う
な
ほ
ど
空
を
支
え
、
南
の
峰
は
や
や
低
い
。 

天
候
が
清
く
明
ら
か
で
あ
れ
ば
山
頂
の

樹
木
及
び
山
麓
の
海
岸
を
あ
り
あ
り
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
風
が
良
け
れ
ば
二
日
で
到
達
で
き
る
。
一

説
に
于
山
と
鬱
陵
は
本
来
一
つ
の
島
で
、
周
囲
は
百
里
（
約4
0

k
m

）
あ
る
。 

  

〈
人
々
が
地
勢
の
）
険
し
さ
を
信
じ
て
従
わ
な
い
の
で
智
証
王1

2

年
、
異
斯
夫
が
何
瑟
羅
州
軍
主
に
な
っ

た
と
き
、「
于
山
国
の
人
々
は
愚
か
で
荒
々
し
く
て
、
威
厳
で
は
服
従
さ
せ
に
く
い
か
ら
、（
訳
注
：
以
下

は
Ｐ
Ｄ
Ｆ
の
次
の
ペ
ー
ジ
）
計
略
を
以
っ
て
従
わ
せ
る
の
が
良
い
」
と
言
い
、
荒
々
し
い
木
造
の
猛
獣
を

沢
山
作
り
、
多
く
の
戦
艦
に
分
積
し
て
そ
の
国
へ
行
き
、「
も
し
お
前
た
ち
が
降
伏
し
な
け
れ
ば
、
獣
を
放

っ
て
殺
し
て
し
ま
う
ぞ
」
と
脅
し
た
。
す
る
と
、
そ
の
国
の
人
々
は
恐
れ
を
な
し
て
降
伏
し
た
。〉 
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